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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 吸 水 性 樹 脂 粒 子 の 表 面 を 、 架 橋 剤 を 用 い て 架 橋 し て 表 面 処 理 す る 表 面 処 理 工 程 （ Ａ ） と
、 表 面 処 理 さ れ た 吸 水 性 樹 脂 粒 子 を 整 粒 す る 整 粒 工 程 （ Ｂ ） と 、 表 面 処 理 さ れ た 吸 水 性 樹
脂 粒 子 に 添 加 物 を 添 加 す る 添 加 工 程 （ Ｃ ） と 、 添 加 物 と 表 面 処 理 さ れ た 吸 水 性 樹 脂 粒 子 と
を 混 合 す る 混 合 工 程 （ Ｄ ） と を 含 む 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 上 記 整 粒 工 程 （ Ｂ ） お よ び 混 合 工 程 （ Ｄ ） の 合 計 時 間 が １ ０ 分 以 内 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記
載 の 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載
の 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 こ と を 特 徴 と す る

粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 吸 水 性 樹 脂 粒 子 の 表 面 を 、 架 橋 剤 を 用 い て 架 橋 し て 表 面 処 理 す る 表 面 処 理 工 程 （ Ａ ） と
、 表 面 処 理 さ れ た 吸 水 性 樹 脂 粒 子 を 整 粒 す る 整 粒 工 程 （ Ｂ ） と 、 表 面 処 理 さ れ た 吸 水 性 樹
脂 粒 子 に 添 加 物 を 添 加 す る 添 加 工 程 （ Ｃ ） と 、 添 加 物 と 表 面 処 理 さ れ た 吸 水 性 樹 脂 粒 子 と
を 混 合 す る 混 合 工 程 （ Ｄ ） と を 含 む 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 上 記 整 粒 工 程 （ Ｂ ）
を 行 う 間 に 混 合 工 程 （ Ｄ ） を 行 う こ と を 特 徴 と す る 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 表 面 処 理 さ れ た 吸 水 性 樹 脂 粒 子 が 凝 集

含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組
成 物 の 製 造 方 法 。

上 記 添 加 工 程 （ Ｃ ） を 行 っ た 後 に 整 粒 工 程 （ Ｂ ） を 行 う １

上 記 整 粒 工 程 （ Ｂ ） と 添 加 工 程 （ Ｃ ） と を 同 時 に 行 う １

上 記 整 粒 工 程 （ Ｂ ） と 混 合 工 程 （ Ｄ ） と を 同 時 に 行 う 請 求 項 １ な い し
３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の

上 記 整 粒 工 程 （ Ｂ ） を 行 う と 同 時 に 添 加 工 程 （ Ｃ ） を 行 う と 共 に 、

Ｊ Ｉ Ｓ 標 準 篩 い で 規 定 し た ８ ５ ０ μ ｍ 以 上 の
物 を １ な い し ５ の い ず れ か １ 項



【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 整 粒 工 程 （ Ｂ ） の 後 に 、 整 粒 さ れ た 吸 水 性 樹 脂 粒 子 と 整 粒 さ れ て い な い 吸 水 性 樹 脂
粒 子 と に 分 級 す る 分 級 工 程 （ Ｅ ） を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 整 粒 工 程 （ Ｂ ） の 後 に 、 整 粒 さ れ て い な い 吸 水 性 樹 脂 粒 子 を 再 度 整 粒 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 添 加 物 が 無 機 粉 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載
の 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の 加 圧 下 吸 収 倍 率 （ Ａ Ａ Ｐ ） が

、 ま た は 、 生 理 食 塩 水 流 れ 誘 導 性 （ Ｓ Ｆ Ｃ ） が １ ０ （ × １ ０ － ７ ｃ ｍ
３ ｓ ／ ｇ ） 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 粒 子 状
吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　

【 請 求 項 １ ２ 】
　 上 記 架 橋 剤 が 脱 水 エ ス テ ル 反 応 性 架 橋 剤
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　

【 請 求 項 １ ４ 】
　 １ ラ イ ン あ た り の 生 産 量 が １ ０ ０ ｋ ｇ ／ ｈ ｒ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　

【 請 求 項 １ ６ 】
　

【 請 求 項 １ ７ 】
　

【 請 求 項 １ ８ 】
　

【 請 求 項 １ ９ 】
　

【 請 求 項 ２ ０ 】
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１ な い し ６

１ な い し ７

１ な い し ８

０ ． ７ ｐ ｓ ｉ で の １ ５ ｇ ／ ｇ 以
上 、 ８ ０ ｇ ／ ｇ 以 下

１ な い し ９

上 記 表 面 処 理 工 程 （ Ａ ） に 次 い で 整 粒 工 程 （ Ｂ ） が 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
な い し １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の 製 造 方 法 。

で あ り 、 さ ら に ８ ０ ～ ２ ３ ０ ℃ で 加 熱 処 理 す る
１ な い し １ １

上 記 混 合 工 程 （ Ｄ ） に お け る 吸 水 性 樹 脂 粒 子 の 温 度 が ３ ５ ～ １ ０ ０ ℃ の 範 囲 内 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し １ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の 製
造 方 法 。

１ な い
し １ ３

上 記 整 粒 工 程 （ Ｂ ） で は 、 吸 水 性 樹 脂 粒 子 ま た は そ の 凝 集 物 に 対 し て 、 粉 砕 ま た は 分 級
を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し １ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組
成 物 の 製 造 方 法 。

上 記 添 加 物 を 、 水 を 溶 媒 と し た 溶 液 ま た は 分 散 液 と し て 吸 水 性 樹 脂 粒 子 に 添 加 し 、 か つ
、 上 記 水 の 使 用 量 が 吸 水 性 樹 脂 粒 子 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ０ ． １ ～ ３ ０ 重 量 部 の 範 囲 内
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し １ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組
成 物 の 製 造 方 法 。

上 記 添 加 物 が 常 温 で 粉 末 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し １ ６ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の 製 造 方 法 。

上 記 添 加 物 と 表 面 処 理 さ れ た 吸 水 性 樹 脂 粒 子 と の 混 合 が 乾 式 混 合 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ な い し １ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の 製 造 方 法 。

表 面 処 理 さ れ た 吸 水 性 樹 脂 粒 子 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 添 加 物 を ０ ． ０ ０ ０ １ ～ １ ０ ０ 重
量 部 添 加 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し １ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 粒 子 状 吸 水 性
樹 脂 組 成 物 の 製 造 方 法 。

整 粒 さ れ た 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の Ｊ Ｉ Ｓ 標 準 篩 い で 規 定 し た 重 量 平 均 粒 子 径 が ２ ８



【 請 求 項 ２ １ 】
　

【 請 求 項 ２ ２ 】
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０ ～ ５ ０ ０ μ ｍ で あ り 、 目 開 き が ８ ５ ０ μ ｍ の 篩 い 未 通 過 物 の 割 合 が １ 重 量 ％ 以 下 、 目 開
き が １ ５ ０ μ ｍ の 篩 い 通 過 物 の 割 合 が ５ 重 量 ％ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い
し １ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の 製 造 方 法 。

表 面 処 理 さ れ た 吸 水 性 樹 脂 粒 子 の 無 加 圧 下 吸 収 倍 率 （ Ｃ Ｒ Ｃ ） が ２ ０ ｇ ／ ｇ 以 上 、 ８ ０
ｇ ／ ｇ 以 下 、 ０ ． ７ ｐ ｓ ｉ で の 加 圧 下 吸 収 倍 率 （ Ａ Ａ Ｐ ） が １ ５ ｇ ／ ｇ 以 上 、 ８ ０ ｇ ／ ｇ
以 下 、 生 理 食 塩 水 流 れ 誘 導 性 （ Ｓ Ｆ Ｃ ） が １ （ × １ ０ － ７ ｃ ｍ ３ ｓ ／ ｇ ） 以 上 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ２ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の 製 造
方 法 。

上 記 添 加 物 が 水 不 溶 性 無 機 粉 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ２ １ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の 粒 子 状 吸 水 性 樹 脂 組 成 物 の 製 造 方 法 。
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